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大同工業大学創立６０周年記念特別講演会が４月２１日Ω土名古屋市公会堂

で開催される機会に、毛利さんの好意により水野教授の司会のもと、澤岡学

長、学生諸君、宇宙少年団名古屋支部リーダーの皆さんとの懇談会が、当日

の午前、本館１４階同窓会・後援会室で実現しました。その一部を紹介します。

司会：本学の学生諸君と宇宙少年団のリー

ダーの方達から、毛利さんへの質問もいろい

ろあるだろうということでこの会を進めたいと

思います。

毛利：宇宙少年団団長の毛利です。宇宙少年
団は１９８５年にできました。ちょうど、私たちが宇
宙飛行士に選ばれた年ですね。そのあと、９２
年に飛行を終えた後、団長を引き受けることに
なりました。その時に松本零士さんが理事長を
され新しい体制になり、今につながっています。
そのほかに、今、日本科学未来館という新しい
タイプの科学館が東京のお台場に、今までとは
全然違う科学館が出来ます。また、皆さんがそ
の場で活躍できることがあるかと思いますので、
よろしくお願いします。
澤岡：私は日本最長老の宇宙飛行士を目指し

ています（笑）。お酒を飲み過ぎると体の調子

がだんだん言うことをきかなくなり、大きい声

では言えなくなってきたような気がしますが。

１２月にＭＵ３００で１０回、無重力体験飛行をしま

した。６２歳は最長老かなと…この大学の学長

の澤岡です。今日は女性が多くて驚いた（笑）。

毛利：ひょっとしてこれから大同工業大学の
リーダーシップをとっていく人たちが女性という
ことで…
澤岡：そういう方向で行きたいと思います。ウ

チのポリシーです（笑）。

司会：それでは皆さんのほうから自由に質問

するという形でいきましょう。

毛利：浅井さんは具体的にどのようなところで
宇宙少年団で活動しているんですか。
浅井：入ったのは１年位前で、やってて一番

良かったと思ったのは、去年の夏のサマー

キャンプで岐阜県の荘川村に２泊３日で行き

ました。工作教室や天体観測を深夜２時頃に

しましたが、夜中にこんなに空気のきれいなと

ころで天体観測をしたことがなかったので、

自分も驚き、子どもたちも喜んでいました。

毛利：分団のリーダーは誰ですか。
司会：分団長は私です。

森田：名古屋支部は４つ分団があり、活動は

支部一本で、知恵を出し合ってやっています。
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太田：未来館ですが、中部地方でも関心が高

く、ただ新しい情報がなかなか出てこなかった

ので困っているんですが。

毛利：これからホームページを少しいいものを
つくっていこうと思っています。外に出そうとす
ると、国の機関なので制約があり、いったん外
に出してしまうと取り戻せないということがあっ
て、ホームページは０．１バイト、次は１．０バイト。
単独で私が外に勝手に出してしまって。そうい
うことはおいおいにやっていこうと思っています。
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石原：本に書いてあったんですけれど、高血

圧と心肺機能の心配のある人は飛行に良くな

い、搭乗できない人と書いてあるんですが。

毛利：宇宙飛行というのは物理的に人間が無
重力というところに行って、障害が予想される
のはやはり高血圧。これは地上と違った環境に
なると今は下のほうに血液が流れるわけでしょ
う。それが頭のほうに上ってくるから、頭の中の
血管がプッツンといったら大変なんでね。それ
で血圧の低い人、高い人はさらに宇宙で高くな
る可能性があるので。ところが本当に血圧が
宇宙に行ったら血圧が高くなるかという実験を
してみると、必ずしもそうじゃない。それは血圧
をどうして測るかというと、普通は静脈で測るけ
れど、カテーテルを入れて心臓の近くで測って
みると、必ずしもそうじゃないということが分
かったので、本当に高血圧の人が将来的に行
けないかということとは違う問題だと思います。
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毛利：今は物理的に宇宙に行くことだけを考え
ていますが、それ以外に「いったい何のために
宇宙に行くのか」と考えた場合、お客さんとして
行くのか、仕事のために行くのかで大きく分けら
れて、仕事のために行くのなら無重力下でも、
あるいは環境が変わった時でも仕事をできる
人じゃないといけない。そういう制約を考えると
今、スペースステーションで長期間滞在する宇
宙飛行士を選ぶ時に非常に重要なところは精
神的なものです。宇宙に行ったはいいけれど、
環境が変わってちょっと気が変になってメール
のボタンを押してしまったら、すぐ破壊のほうに
行ってしまうので、そういう人はできるだけ避け
る。目に見えないけれど、非常に精神学的な検
査を大事にしています。
田仲：そういう精神的なタフさというのは、どう

やって審査するのですか。

毛利：精神力が強いというのは、いろんな測り
方がありますよね。数値で表すやり方もあります。
しかしむしろ、１個の人の力ではなくて、まわり
の環境の変化によってどうやって対応していく
か。いろんな人が居た時に自分を失わずに、他
人に左右されずにきっちり、なおかつ全体の流
れの方向、ミッションがあるでしょ。チームとして
向かいながら、なおかつ自分を持ち続けるとい
うのは、面接をさせたり、６人のチームを作って
例えばマイナス２０度のところに連れて行くん
ですね。誰がリーダーシップを取るとかを知ら
せずに、最低限の食料と着る物を与えて一週
間のカナダの雪原で、行き先だけは決めます。
終わった後、一人一人に「自分は５人のうち誰
となら一緒に働けるか、誰となら働けないか」を
たずねるんです。お互いに評価させて、より評
価の高い人が選ばれるということです。
　大事なのは、何か問題が起きた時にリーダー
シップをとれることが非常に大事なことで、しか
し同時に環境が変わった時に、その分野に一
番精通した人がリーダーシップをとるというの
が自然ですよね。その時に、その人に自分は
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従えるかということも大事で、ある時はリーダー
シップをとりある時はフェローシップというんで
すが、今までのアメリカの宇宙飛行士に選ばれ
た人はリーダーシップばっかりを強調してきた
んですね。軍もそうですね。しかし、フェロー
シップも非常に大事だということで、新たに見
直されています。そういう精神的な実施に基づ
く、お互いを選ぶというのが見直されつつありま
す。それ以前に基本的ないろんなテストあるで
しょ。そういうのでスクリーニングしておきます。
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森田：ミールもそういうやり方ですか？

毛利：いやミールは全然違います。発想自体が
違いますが、ロシアの場合は医学の部門で医
者たちがすごい力を持っている。かなり実験材
料としていろんなことをされているみたいです
ね。関係のないトレーニングまでして、例えば回
転椅子のような。ＮＡＳＡではもう回転椅子なん
て、あまり関係の無いことがデータ的にわかっ
ているので、初めから選抜にも取り入れていな
いんですけれど、ロシアの場合は未だに回転
椅子をぐるぐるさせて精神力の強い人がハイ
クラスだ！（笑い）そういうところがありますね。
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今村：多分国際宇宙ステーションにも宇宙実

験が多くなってくると思うんですが、これから

の宇宙開発において、ずーっと研究所レベル

でやっていてはなかなか広がりが持てないの

ではないかなと思い、少し澤岡先生の案と関

係するかもしれませんが、企業がどんどん

入っていかなくてはいけないと思うんですよ。

それで、企業に対してお金を出しなさいと言っ

ても、その結果がすぐにフィードバックされ、

利益が出てくるわけでもないので、そういう企

業に対して、宇宙開発にはこういういい面が

あるとか、興味がない一般の人たちに対して

宇宙開発にはこういう意味があるとか、どうい

う説明をすればいいのか、少し考えたことが

ありまして。そのへんのお考えを。

毛利：企業の人が宇宙実験するということはど
ういう意味があるのか、なぜ企業の人が宇宙
で実験しようと思うのかということから始めな
きゃいけないでしょ。それは何ですかね。企業
は何のために宇宙開発をするのでしょうか。
今村：利益を出すため。やはり（笑い）。

毛利：「何のためか」ということを明らかにしな
いと、ただすぐ２年後３年後の利益に還元する
ことを目標にしている企業ならばなかなか入り
にくいかもしれないよ。というのは、まだその時
期に来ていないので、かなりベンチャー的なと
ころもあるし。今までの経験では２年３年では

すぐに投資に比べて戻ってくるのは考えにくい
のが率直な宇宙実験をしてみて思うことです
から。データが無い２０年ぐらい前だったら、企
業の人に対して、ＮＡＳＡでも日本でも宇宙開
発団がそのように言ってこれたんですけれども。
でも実験のデータが出て経験してみるとそう簡
単ではない。そういう時に企業の考えている社
長がどう考えるかによって違います。企業でも
大同特殊鋼の人たちだと、どう考えているかと
いうと例えば地上の研究でも２、３年で利益が
上がるもの、５年後、１０年後に上がるものという
ことを考えながら、その一つにおそらくこの大同
工業大学が存在するのであり、世の研究が存
在するんでしょ。その中の流れの中で宇宙ス
テーションを利用できるのは、１０年後ぐらいを
考えながら、今何かを先行投資をしておくとモ
ノになってくるんじゃないかと。我 と々してはそ
の部分かもしれない。研究所とか大学とか。ま
た、大学の場合は企業のように利益を生み出
すという目的以外に人を育てるとか、研究者が
ポジションを上がっていくための論文数を増や
すとか、そういう目的があるのでそれに合致す
るように国際宇宙ステーションを説明しないと
いけない。いろんなことが関連してくるので、今
こう説明していても人によって聞く部分が違う
かもしれない。それはここで質問してもらうのは
その意味があると思うんですけど。
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水野：宇宙飛行士の方は長期滞在をされます

よね。そこで、体調を崩したりする方もいると

思うんですが、今、体調が悪くて病院に行くと、

まずは検査から入ります。宇宙ステーションで

は検査の設備があるのかということと、地上と

同じような検査が宇宙でもできるのかという

ことが伺いたいのですが。

毛利：スペースシャトルの場合はせいぜい２週
間なんでね。救急医療に関しては一応クルー
全員が身につけている。国際宇宙ステーション
だと長期間なので、必ずクルーの中に医学を
非常によく知っている医者が入っていることと、
最低限自分のことは訓練を通してよく知ってい
る。何より大事なのはそういう病気が起きないよ
うにすること。例えば睡眠時間とかはかなりフ
レックスブルになるように、スペースシャトルに
比べるとできていることと、絶えず地上と交信
があるので必要な時はミッションコントロールセ
ンターにお医者さんがいて、必要に応じて心電
図を撮り、テレビに写っている顔を見ながらとか、
定期的にスペースシャトルの場合は毎日コマ
ンダーが連絡しなくてはいけない。でも宇宙ス
テーションの場合でも緊急の時はいつでも連
絡できるようになっている。地上では我々の基
礎データを持っているので、突発的に何かあっ

た時は最終的には緊急機関を利用しないとい
けないかもしれない。ステーションだといっても、
スペースシャトルがすぐ来て連れて帰るわけに
はいかない。
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今村：シャトル自体にそういう緊急事態はあっ

たんでしょうか。

毛利：スペースシャトルはそんなになくて、わず
か２週間なので風邪をひいたために、かなりひ
どい風邪で打ち上げを伸ばしたことはあるけ
れども。宇宙に行ってからはないなぁ。ロシアは
ミールという宇宙ステーションを持っている。あ
の時にクルーが３人いたうちの２人が険悪な
ムードになって、早めに終わらせたということは
あるよね。これから問題なのは、今、建設してい
るでしょ。すごく気をつけてやっているんだけ
れど、何かの拍子に機械で挟まれたとか、ある
いは何か当たって宇宙服が破れてしまってと
いうようなことがあると、それはどうなるかわから
ない。致命的になるかもしれない。宇宙ステー
ションでは血液が流れたために点滴が必要に
なってくる。点滴というのは地上ではポトポトと
落ちてくる、重力を利用したものでしょ。それを
宇宙ではどうかというと、９２年の我 の々実験の
時にマネキン人形を使って、ハリを刺して宇宙
で使える点滴のモーターを開発しました。それ
はもうできているので宇宙で点滴は大丈夫。
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太田：宇宙で危なかったこと、これはすごいな、

またヤバイナーとか、そういう状態になったこ

とはありますか？

毛利：怪我をするとかそういうことはないです。
普通の実験装置は全部怪我しないようになっ
ているんだけど、気をつけなくてはいけないの
は、むしろ日常的なもの。危険なのは温度ひと
つとってみても、材料つくる時に加熱して千度
ぐらいに上げても取り出す時には４５度Ｃ以下
になっていないと安全ロックが効いている。一
方、宇宙食を食べる時のお湯は７５度Ｃでいい。
片っ方は実験装置で４５度Ｃじゃないと取り出
せないというところを、お湯が７５度Ｃまで出る
んで。それは開くと危険ですね。
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福井：宇宙は２４時間あるんですか。あと、ミー

ルが細菌を発見したようで、宇宙ステーション

で細菌を地球に持ってきてしまうことはあるん

ですか。
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4

毛利：あくまでも我 の々体は地上における太陽
が一回上がって沈むというのをとっているから、
それは宇宙に行ってもそれをキープしてる。２４
時間であってもいいし、場合によって２３時間、
２２時間になる。簡単に縮められる。厳密には２４
時間です。もう一つの質問、ミールは１５年ぐら
い宇宙にいたので、微生物が繁殖していつの
まにか宇宙の放射線に強いようなカビが残っ
てしまった。それは十分ありうる。それは実際に
調べられて、放射線に強いようなものがいそう
である。でもその他には無重力とか我 が々知ら
ない環境もあるので、それに強いものが１５年
の間に出てきてるわけであって、それが地上に
入って来ているから、可能性としてはあります。
しかし、宇宙に寄生して強いものは地上に戻っ
てくると弱くて死にたえてしまう。逆に彼らから
すると地上の環境は大変ですね。
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森：ＮＡＳＡの訓練で、ちょっと違ったんじゃな

いかなということはありましたか。

毛利：予想外のこんな訓練もあったとかでしょ
うか。基本的には何が起きても大丈夫のような
訓練、どうやって対応していったらいいかとい
う訓練が行われているんです。考えられること、
すべてに対処していこうというのがＮＡＳＡの
基本的な危機管理です。日本では一番ありそ
うなことを何度も何度も行うのが訓練でしょ。そ
うじゃなくてありそうなことはＮＡＳＡでは当たり
前だから、自分でやって下さいって。そんなこ
とを習得するのはプロとして当たり前で、ありそ
うもないことに馴れていくのがプロの宇宙飛行
士だとという発想なので。日本のロケットを打ち
上げる時もノミナルというのがあり、これはロ
ケットが順調にすべて働くと止まりますよという
のがノミナルの流れなんだけど、ロケットの打
ち上げのまわりの人はたくさんやっているけれ
ど、その他のことはあまり起きないと仮定して
やっている。日本の社会というのはすごく優秀
だからシラミつぶしにノミナルの部分のパラ
メーターを細かく考えてやっていくというのがほ
とんどだけど、でもＮＡＳＡの考え方はそれは
もう考え尽くしている。でもそれ以外に何かあっ

た時に対応できるように、特に最終的には人間
の命にかかっているから、それがスペースシャ
トルあるいは宇宙ステーションの考え方です。
日本では人間の命がかかっていないでしょ。
日本のロケットは全部無人でやっているから。
大丈夫なのを何度も何度もするのが訓練だと。
それが大きな違いかな。
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新藤：実験室で首の筋肉のこともやっている

んですが、地球に戻って来た時の影響は。

毛利：首の筋肉は目の動きとか耳とか調べる
前に重要だよね。地上では首というのはすごく
重くて、重力に逆らって支えなければいけない
ので、ここの筋肉は重要なんだけど宇宙では
必ずしもそうではないという感覚があったのは
肩コリが宇宙では全然無かった（笑い）。当たり
前かもしれないね、首を支える必要がないから、
全部弛緩してコルということがないんじゃない
かな。最初の３日間は地上と同じだろうというこ
とで姿勢も、コンピュータでキーボードをたたく
時に地上と同じような姿勢だとすごく力がいっ
て足も踏ん張っていないといけないから筋肉
に力を入れてないといけないんだけど、別にそ
んなことしなくても倒れるようなことはないんだ
から。一番安定するところまで行ってやってみ
る。それで３日後ぐらいは馴れてくる。そうなっ
てからは全然肩コリはしない。
今村：ＳＦにあるように老人ホームを宇宙にと

いうのは不可能じゃないかもしれませんね。

毛利：老人ホームは一番いい（笑い）。いい応
用かもしれないね。

�����
��������

太田：よっぽどお金をもった人でないと。

今村：アメリカの人を打ち上げるのに実業家

がお金が必要だから２５億円を…

毛利：あれは今大問題になっていて、ＮＡＳＡ
では国家のお金を使っているし訓練でしか打
ち上げないというか、ＮＡＳＡでは１６０人ぐらい
が彼らはプライドを持ってやっているんで、あ
んな簡単に行ってもらっては困る。初めからお
客さんとして行くならそれなりにだけど、いきなり
やってきて、アメリカ側は宇宙に行く人を厳しく
制限しているのに、ロシアではお金で行けると
いうことになると、かなり緊張感がありますが、
最終的には許すみたいですね。あの人をずっ
と調べていったらパイロットだし、かなり訓練し
ているというのがわかったので、まあロシアの
やることだからいいだろうとなったようです。

���������	
��
太田：毛利さんはジェット機の操縦をしますか。

毛利：前のスペシャリストの時は乗せてもらうだ
けだったけどミッションスペシャリスト、中の宇
宙飛行士は全員操縦できないといけないので、
そのために年間１００時間以上、義務的に操縦
を習って合格しないといけないんで。
今村：一人でですか。

毛利：いや必ず二人で。二人乗りで前の席は
プロのパイロット。我 の々場合は後ろの席で、操
縦を習うので、前にインストラクターがいて、ミッ
ションスペシャリストになった後、今度一年間は
基礎から操縦の仕方を習います。
山本：ジェット機による訓練の際は定まった経

路をとるのか、それとも訓練だから突発的な

事が起きるようなことを考えながらするのか。

毛利：二つあって一つは自由に練習できる領
域がメキシコ湾にあってそこまで飛んでいって
自由に練習できる。経路はあらかじめアメリカ
全土の規格があって、飛行機以外はどう飛行
するか行き先を提出しないといけない。
太田：離陸と着陸をやられる。

毛利：それはアメリカの法律の規定でできない
ことになっています。高さが５００フィート以下は
操縦していけない。離陸の時と着陸の時、５００
フィートまで見ていて、あとはスティックを任せる。
それは旅客機も同じ。最後の着陸は機長がし
ないといけない。
司会：そろそろ時間になってしまいました。有

難うございました。

特特集集

今村氏 山本氏 太田氏 坂井氏 森田氏

進藤さん 水野さん 新井さん 森さん 福井さん 石原さん 田仲さん

毛利氏澤岡学長
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　大同学園創立６０周年　大同工業大学新学科開設　新キャンパス完成記念コンセプト・コンクール「シャトル」、
昨年１０月から1月末日までに応募のあった６０作品について、3月3日に審査会が行われ、表彰式は3月２３日、
本館１４階　交流室・ラウンジで入賞者１７名が澤岡学長から表彰を受けました。特に優秀な作品である「金賞」を
受賞した作品について紹介します。

大同学園創立60周年　大同大学 新学科開設 新キャンパス完成記念

コンセプト・コンクール「金賞作品」

「Ｓｈｕｔｔｌｅとしての
ケータイ」

９６Ｃ  小 林  政 晴
あるとき私は ､なんてことのないフツーの人
であった。職業とは、人生とは、そして私と
は？まあ、世間一般的フツーに考えたりもす
るが日常の諸 の々雑事に追われ、徒然なる
ままに日暮らし硯に向かう心の余裕もなかっ
た。かといって何をする訳でもない、それが
現代流なのである。たとえば人間。たとえば
ニッポン。
　ここ数年のケータイ文化の出現、爆発的
増殖をひも解いてみれば何とはなしに現代
ニッポンが分かってきそうである。この一言
で表すなら、「ケータイは人間を電化製品化
した。」

１． 居場所と相手の確認作業が不要になる。
かつては、目的とする相手が今ごろはどこ
で何をしているのかと、あれこれ所在に思
いを巡らせダイヤルを回し、電話口にでた
人には事情を説明する必要があった。まず
自分の身分を明らかにし、相手を呼んでもら
うにも「どのような用件で？」などといらぬ詮
索をされたりときには、門前払いを食ったり､

親という関所の検閲があった。また､外出先
からの連絡などは一方通行となり､これまた
大変であった。
しかし、ケータイ時代の現在、いかなるとき
でもどんな場所からでも、節操のないくらい
確実に相手をつかまえられる。その際､めん
どうな手続き一切不要。なぜなら､かつての
回線の電話が一般公開の通信手段なら、こ
ちらケータイは内輪の通信手段となり、自分
がかけようとした人間以外がでることはない
からだ。受ける側も発信者番号が通知され
るため、平然と居留守が使えるようになった。

２． 話すところが仮想空間のプライベート領
域。
　かつては ､「家」が「癒え」であった。落ち
着いて会話をするのは、公衆電話でも会社
の電話でもなく､家の回線電話であった。自
分の家・部屋はこの上ないプライベートの空
間であるし、相手が親しい人ならなおのこと、
ゆったりと会話を楽しむことができる。
　しかし ､ケータイ時代の現在 ､ 会話の内
容云 に々よらず､つながればそこが即、プラ
イベートな領域となってしまうようだ。たとえ
ば静寂の図書館、そう騒 し々くはない店内な
どで突然、例の電子音が流れだす。と、人々
はなにや懐をまさぐりだし、一人がおもむろ
に大声を張り上げる。周囲の人には迷惑だ

ろうが当の本人は平然と喋っている。
　それは、かつての人 が々電話越しにお辞
儀をしてしまったように、すぐそこに話し相
手がいるよう錯覚してしまい、その声が少々
遠いのを距離と勘違いして、つい声が高く
なるからだろう。決定的に違うのはかつての
電話が家にあり、話し声の主とは向かい
合っている感覚なのに対して、こちらケータ
イでは友達が近くにいる感覚で話している
点だ。前者の場合、お互いに電話機を意識
させられるものだが、ケータイであると相手
も自分も～しながらであるから、とても受話
器などは意識しないのである。そもそも「い
まどこ？なにしてる？」から始まる会話は、相
手の日常すら気にしない、一連の挨拶、確
認作業じみてないのだろうか。

３． 人間もケータイも電源ＯＮ / ＯＦＦの産物
　かつては、電話機の登場以来、相手があ
たかもすぐそこにいるように錯覚させ、即座
の虚構の空間を提供してくれていた。電話
に向かって会釈というのも錯覚からである。
　しかし、ケータイ時代の現在、さらに発展
し、いつでも本人につながる利便性から相
手の生活は鑑みられなくなり、いってみれば
｢ お手軽なもの｣になっている傾向があるよ
うだ。たとえ向こう側で頭を掻いていようとも、
声色だけではこちらには分かりようがない。

■一般の部
金　賞：「Ｓｈｕｔｔｌｅとしてのケータイ」 小林　政晴
銀　賞：学校の開放性とその機能について 青木　　航
　　　 「カレッジシャトルの提案」 田中　秀和
銅　賞：Ｉ ａｍ ａｃｔｉｖｅ ＢＡＫＡ 小川　幹雄
　　　 心の綾取り 神谷平一郎
　　　 シャトル『心のコミュニケーション』 間崎　利子
努力賞：『シャトル』世界史学習における
　　　　　効果的指導法の展開 永田　義忠

■中学生・高校生の部
金　賞：夢織り人になって 中田　勇人

テキスト部門（一般）金賞

������������������
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　安部公房の随筆中に、｢“ヘビ、長すぎる”
とはなんともウイットに富んだ文句ではない
か ｣とあったのを思い出した。普通ヘビとい
えばヌルヌルだ気色悪いだとくるはずなの
に、なぜか長さに着目するのが面白いと。氏
の説明では、ヘビは幽霊と同様、突然現れ
忽然と消えてゆくのが恐れられる原因だと
いう。ではなぜそれが怖いのか ?日常性が
想像できないから。人間、何を考えているの
か分からない人ほど得体の知れない恐怖
を感じさせるものだ。
　ケータイを使う人の相関図は、ちょうど双
方向のＴＶドラマのようではないか。スイッ
チＯＮで姿を表し，ＯＦＦで消えるだけで
はなく、お互いが視聴者であり、登場人物な
のである。無論登場の前後はすっかり忘れ
ているか、電話での印象そのままの生活を
想像してしまうだろう。

４． ケータイとはいわばアイデンティティ
　引越ししてもＩＤナンバーは不要。ナン
バーが変わればそれまでの人間関係もリ
セット．ケータイとはいわばアイデンティティ。
　かつて、引越しとは清算を意味していた。
住みかが変わるのは、住環境の変化よりも
物理的な距離からのストレスが多い。区画
整理か立ち退きかと問われれば、お分かり
だろう。小学生の転校は、彼にとって人生の
リセットと考えてもよいかも知れない。大人に
とっても損失は大きい。
　しかしケータイ時代の現代、そもそも住所
の概念は希薄になりつつあるようだ。ケータ
イに家は関係ないと述べたように、住んでい
る場所もまた重要ではない。このように、家＝
電話＝相手の図式はすでに崩れ、ケータイ
＝匿名性を帯びたヒト（≠相手）の結びつき
が益々強くなっている。

　引越しをしてもケータイのＩＤナンバーは
不変である。反面、このＩＤが変われば人
間関係も全てリセットとなってしまう。我を持
たない現代人にとって、ケータイこそがなく
てはならないアイデンティティなのである。

５． あるときケータイが私になった
　あるとき私は、人民、領土を支配する者で
あった。いかなる力にも屈せず、全てが思う
ままに動き、太陽までもが私もために回って
いるかのようであった。上に立って、気ままに
過ごす喜びがあった。しかし、ふと、周りにい
る者は私の顔色をうかがい、権力に頭を下
げているにすぎず、友と呼べる人のいない
悲しみを知った。
　あるとき私は､山、海､空の恵みを収穫す
る者であった。周りの人たちと助け合い ､ 自
然と対峙しつつ、ともに生きるささやかな喜
びがあった。しかし、ふと、自然のために生
死をさまよい、自然の過酷さの悲しみを知っ
た。
　あるとき私は ､ 自然科学を追及する者で
あった。大自然の法則性を導き､ 自らの手
で真理を解き明かしてゆく喜びがあった。し
かし ､ ふと､それらの根底にある､ 数式だ
けではとらえきれない､偉大なものの存在を
知り、人間の浅はかさの悲しみを知った。
　あるとき私は、人知を越えた絶対なる存在
を見極めんとする者であった。人間の悪を
打ち消すために敬虔な毎日を送り、少しでも
自分を高めそれらに近づこうと､ 精進する
喜びがあった。しかし ､ ふと､ 人間らしさを
否定したがため､自分自身の行き方のない
悲しみを知った。
　あるとき私は ､クニのため、家族のために
戦う者であった。毎日が生と死と繰り返しで
あり、確かに自分は生きているという充実の

喜びがあった。しかし、ふと、自分の命の代
わりに､ 人の命を奪うことの悲しみを知った。
　あるとき私は ､ 社会のために人の下に立
ち､ 社会を支える者であった。自分よりも人
を優先させ、人のために働くことが何よりの
報酬であり、喜びであった。しかし ､ ふと､
人様のための努力は、肝心の人様には分
かってもらえない悲しみを知った。
　あるとき私は､人を教え､導く者であった。
白紙のキャンバスに自らの知恵の絵筆で正
しく高き道を描き､ 方向性を指し示す喜び
は何者にも替え難かった。しかし ､ ふと、自
分自身の絵を完成させ巣立っていった人に
は、もう必要とされなくなり、次第に忘れ去ら
れてゆく悲しみを知るようになった。
　あるとき私は、なにより美なるものを理想と
し、それを至上と唱える者であった。毎日が
美しいモノ、美しい人、美しい音楽に彩られ、
宝石のようにまばゆい人生であった。しかし、
年老いていく自分の姿を目にするにつけ、
永遠ではない人間の悲しみを噛みしめた。
　そして、あるとき私は、考える人であった。
必要は発明の母であり、今日の科学技術を
駆使し、世間に役立てる喜びがある。難病
の治療、世界規模の高度情報化、宇宙開発
など、人類の叡智である、科学技術に託さ
れている分野が数多くある。しかし、また、
人 を々悲しませる恐れもある。戦争、餓鬼、
環境破壊、生命倫理などの問題も科学技
術の側面として浮かび上がっている。
　いま、私にできること、それは私自身を知
ること。なぜなら私は生まれ変わり、死に変わ
り、人類の内に無限の可能性を見出したか
ら。

夢織り人になって
名東高校３年　中 田  勇 人

　我が家には、毎年春になると繰り広げら
れる光景がある。
　「ああ、こんないたくさん採るんじゃなかっ
た。」毎年おなじみのこの台詞が指先を真っ
黒にしながら、一本一本ていねいに土筆の
袴取りをしている母の口から溜め息と供に
零れてくる。父も私も弟も、最初は聞こえてい
ない振りをしている。しかし、スーパーのビ
ニール袋から溢れ出しそうな程の土筆は、
一向に袴取り作業が進んでいない。仕方な
く父が最初に手伝い始めるが、四、五本
取ったところで一番に脱け出していくのも毎

年のことである。私といえば、いつの間にか
紛れ込んでいた小さなてんとう虫と遊び始
めた弟を相手に、「袴なんて取らず卵とじに
してみたら。」なんてことを言いながら、心の
中では、母親という者は、なんでこうも土筆
や蜆といった只で取り放題の物は妥当な分
量という事を考えずに、やたら採ってしまう
のだろう…。などと考えながら、一応は手
伝ってみる。
　私達家族は、豊かな濃尾平野と清流木
曽川に恵まれたこの街で暮らしている。幼
い頃から、自然の移り変わりを、土筆や蜆を
採ったり釣りをしたりして楽しんでいる両親
の側で泥んこになって遊びながら感じてき
た。そんな家族と供に育ってきた私は、今間
で一度も寂しい一人ぼっちの時間を過ごし
たことはなかった。経済的には裕福とは言え

ないが、家族の愛情に包まれ、毎年、毎年、
春をこんな形で迎えることができた。そして、
それが当たり前のことだと思っていた。そん
な私達家族に、ある日突然一本の電話が
かかってきたのだ。「Ｍ子、一人で寂しい。」
今にも泣き出しそうな声の小さな女の子から
の電話であった。今から四年前の春の夜、
私達が１日の団欒を終えようとしていた時
であった。
　フィリピンは国民総生産の二割強が、海
外出稼ぎ者からの送金だと言われている。
合法的な出稼ぎ者の数は、三百万人以上
にもなり世界中の国々へ散っている。日本で
もバブル経済が崩壊してしまった今日でも
多くのフィリピン人労働者の姿を目にするこ
とができる。私達家族が出会ったＭ子ちゃ
んという少女のお母さんも、そんな出稼ぎ者

テキスト部門（中学生・高校生）金賞
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の一人として来日していたのであった。寂し
くてどうしようもなく、子ども会の名簿を見て
初めて我が家へ電話をかけてきた彼女の
ことは、母がそれまで二、三度見かけたこと
があっただけで、彼女がお母さんと二人暮
しをしていることや小学生になった春からは、
お母さんが勤めに出ている夜の間、ずっと
一人ぼっちで過ごし、そして眠りにつくのだ
ということを知らなかった。核家族が多くなっ
た今、様 な々事情で、孤独な時間を過ごさ
ねばならない小さな子ども達が増えている。
しかし、現実にその寂しそうな声を聞いた時、
私達は何をしてやれるのだろうか。その夜
は、私達家族は布団の中に入っても一人一
人が心の中で考えることがあり、なかなか眠
れなかった。
　二○○一年は、ＩＴ革命という言葉で始
まった。そして、また「ボランティア国際年」
でもある。私達は、環境保全や災害援護活
動、異文化の受け入れといった行政の力だ
けではできない様々なことも発達した情報
技術と一人ひとりの温かな心でネットワーク
と作るならば、Ｍ子ちゃんのような寂しい子
どもを一人でもなくし住みやすい社会をつく
ることができるのではないか。
　このことをきっかけに、私達は身近なとこ
ろから少しずつ、世界の現状に目を向ける
ようになった。そしてＭ子ちゃんの寂しさを
少しでもやわらげてやる方法を家族で考え
てみることにした。もちろん彼女のお母さん
の心の負担にならないようにと。私達の暮ら
している社会は、特にアジアやブラジル、ペ
ルーなどの国から来ている外国人に対して
は、異文化を受け入れ基盤が十分にできて
いないと感じた。

　彼女からの電話は、様 な々現状を見つめ
るきっかけにもなり、そして私の進路を決め
させる機会にもなった。留学生が多い今の
高校を選んだのも、もっと様 な々国の人や世
界を知りたいと思ったからだ。卒業を目前に
して、この三年間で、たくさんの世界中の友
達ができた。彼らとは、今もインターネットを
使えば、瞬時に交流ができる。ベルリンの壁
の崩壊により生活が一変したドイツの友。ア
メリカへ移民した両親と供に医者を目指し
ているベトナム人の友。平凡な一高校生の
私が体験できないような事も彼らを通して学
ぶことができた。また、私自身も自分の目で
中国やアメリカを見ることができた。中国で
は活気に満ちた国づくりと、希望に輝いたエ
リート学生達の陰れるように、「一人っ子政
策」からこぼれてしまった。「やみっ子」とい
われる子ども達が物乞いをして生活してい
る現実も見てきた。ホームスティをしたカリ
フォルニア州サクラメントでは、アメリカでは
めずらしい、単身赴任をしているホスト
ファーザーから、家庭の果たす役割につい
て教えられた。彼は、高校生の私をとても大
切にしてくれた。仕事で家を空ける時も決し
て私が一人きりにならないよう、様 な々工夫と
彼の友達を総動員しての楽しい環境を与
えてくれた。家族が離れていても交流を深
め家庭を楽しく維持していく方法は、たくさ
んあることを知った。あの時のＭ子ちゃんに
私達家族も、もっともっと何かしてやれること
があったのではないかと思った。
　こうして、語学を習得することと供に、世
界中の友達やホストファミリーから学んだこ
とを生かせるような仕事を将来しなければ
ならないと思うようになった。その根底には、

Ｍ子ちゃんのように現代社会のひずみの中
に取り残された子ども達に「何か」を与えら
れる人間に成長したいという思いがあった。
寂しそうな彼女の声をいつまでも忘れては
ならないと思った。
　二十一世紀が始まった。小学四年生に
なったＭ子ちゃんは、すっかりあの日のこと
を忘れてしまったような明るく元気な女の子
に成長した。その笑顔は、私達家族に一足
早く、春をもたらしてくれる。彼女を一人残し
て勤めに出ることに心を痛めていた彼女の
お母さんも今は、小さな雑貨屋さんを始めた。
めずらしいフィリピンの食品やカラフルな小
物がいっぱい並んだ明るい店内は、にぎや
かなタガログ語が飛び交い、私達もつい、
食べなれない豚の耳などを買ってしまう。台
所では、恐る恐る母が豚の耳と格闘してい
る。果たしてどんな料理になるのだろうか。
　大学受験を控えた私の勉強部屋の窓の
外には、小さな織り物工場が見える。「ガッ
シャン、ガッシャン」という音と供に小さな
シャトルが動いて、この街の特産品である
美しい織物ができ上がる。この音を聞きな
がら毎日勉強した。色 な々ことを考えた。二
○○六年には、アメリカ、ロシア、日本、カナ
ダ、欧州十五カ国による国際宇宙ステーショ
ンＩＳＳが完成するという。私達の二十一
世紀は発達した科学が驚く程便利な社会
を提供してくれるだろう。その中において、
私自身は、人種や貧富の差を越えた心を通
わせることができる人間になりたいと思う。
　さあ、今日から私の小さなシャトルも始動
開始！二十一世紀という新しい世界で、自分
の夢を織り続けるために。

■一般の部
金　賞：ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ 佐々木健二
銀　賞：閉じられた川の開放 牛田　葉子
　　　 モノ→コト 清水さやか
　　　 セッパンサリのある村づくり 松井日登美
銅　賞：自然と人を結ぶ公民館 小磯　美和
　　　 Ｓｙｎｅｒｇｙ ｅｆｆｅｃｔ－相乗効果－
 見尾谷裕美・清水さやか
努力賞：我が家のシャトル 高柳　良一
　　　「Ｅ…」 東川　沙織

■中学生・高校生の部
金　賞：組曲  ＡＲＴ ＯＦ ＳＴＡＲ 井口　慎也

���������	
�����������	
��

金賞、９７Ａ 佐々木健二さんの作品「reconstruction」ê
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　大同工業大学へ入学された諸君、入学おめでとう。

　同時にご父母をはじめとする、入学生を育んでこられた皆様に心

からのお祝いを申しあげます。この良き日を迎えることができました

のは、本人の努力はもちろんのこと、関係の皆様のご苦労に対して、

改めて敬意を表する次第です。

　皆さんは大同工業大学がどんな大学であるか知っていますか。

本学は６２年の歴史を有する大学です。学生諸君は福沢諭吉を知っ

ていますか。日本に民主主義の考えを導入し、慶応義塾を創設され

た方です。その福沢諭吉の娘と結婚されて、近代産業を興された方

が福沢桃介です。福沢桃助は大同電力株式会社を設立し、木曽川

にダムを築き発電所を建設しました。発電された電力を利用するた

めに中部圏に数 の々産業が興されました。それが現在の中部電力、

名古屋鉄道、大同特殊鋼などへと発展しました。福沢桃介はこの事

業を通じて工学が産業の糧として必要なことを痛感し、工学教育に

多額の私財を投じました。この意志を受けた大同製鋼の下出義雄

社長は福沢桃介翁の亡くなった翌年、１９３９年に大同工業学校を設

立しました。これが大同工業大学の始まりです。

　学部へ入学の諸君、君たちは現在まで、いかに過ごしてきました

か。今、ここに一同に会した諸君と私たち教職員は、大同工業大学

の家族として、これからの苦楽をともにするのです。諸君は私たちに

とって大事な仲間です。大同工業大学の基本は、学生の視点に

立って教育を行うことです。どのようにしたら、君たちのためになるか

ということを、最優先に私たちは考えています。しかし、学生の視点に

たつということは、甘やかせることではありません。時には、君たちの

ためになると、判断した場合には、厳しくすることにします。今日の午

後には数学の試験があります。これから勉強する工学の基礎になる

数学を十分にマスターしていない学生が沢山いるはずです。本日

の試験の結果、不十分と分かった学生は前期の半年間、数学の基

礎の授業を受けなければなりません。頑張ってください。君たちのた

めです。大同工業大学は卒業が難しい大学の一つと云う人がいま

す。４年間で卒業できる人は約８０％です。最近は高校教育の多様

化が急速に進んでおり、大学の授業について行けないため、スト

レートで卒業できる学生の割合は下がる傾向にあります。最初の出

だしが大切です。君たち一人一人の自覚が大切です。特に、はじめ

て親元から離れてアパートや下宿住まいになる諸君は、気持ちを強

くもって下さい。大学生活は勉強ばかりでありません。５月下旬には

大学祭があります。秋には庄内川でボートのレガッタがあり、希望者

全員が参加することができます。２年連続全国制覇を続けているク

ラブもあります。クラブ活動に参加する人はエキサイティングな学生

生活をおくることでしょう。自分にとって何が好きなのか、何をやりた

いのか、何が得意か。これが分かり、得意なことを中心にした生活を

始めると毎日が楽しくなりますし、自信がついてくるものです。しかし、

自分が本当に何が好きなのかを見つけることは容易ではありません。

まず考え、そして思うことを存分にやりなさい。一生懸命やっていると、

人生は思いもかけない方向に展開するものです。自分の可能性に

賭けることです。多くのことを経験することによって変わってゆく自分

に驚くはずです。

修士課程入学の諸君は自分の道を見つけましたか。これからは専

門家の卵としてもっともっと君たちの才能を磨くことです。

委託生のみなさん。すでに企業で現場を経験された君たちは、勉強

に専念できる貴重な一年間です。頑張って下さい。

　大同工業大学は大きく変わろうとしています。大学６０周年の記念

事業として始まった新キャンパスが昨年１２月に完成しました。隣の

白水キャンパスに本拠をおく、建築学科と都市環境デザイン学科の

諸君には新建物の建設までしばらく待って下さい。移動の不便はあ

りますが、徒歩５分以内です。

　１，２年の内はできるだけ、新キャンパスを利用してもらい、３、４年

は教員の研究室がある白水校舎で授業が受けられるよう時間割が

組まれています。

　現在、大同工業大学は人間と社会の繋がりを強く意識した大学に

生まれ変わろうとしています。社会が最も必要としている感性豊かな

エンジニアを育てる大学に生まれ変わるのです。来年度には情報学

部が誕生し、大同工業大学は単科大学から複数学部をもつ大学へ

と変わります。２１世紀にふさわしい大学へと変身するのです。

　諸君、待ち遠しいこと、苦しいこと、過ぎてしまえば、時はあっという

間に過ぎるものです。４年間の学部生活、さらに大学院入学の諸君

はこれからの学生生活を通じて、若い力を思いっきりぶつけて、勉強

に、研究に、スポーツに、友人づくりに励み、愉快な青春時代を過ご

すことを心より願っています。

　私たち、教職員と在校生は皆さんをこころから歓迎します。

平成 13年度入学式は、4 月 4 日

（水）石井記念体育館において、新入

生、父母、教職員、来賓の列席のもと

厳粛に挙行されました。

　新入生は、学部生926 名（フレッ

クス920 名、社会人6 名）、大学院

修士課程36 名、委託生・研究生・科

目履修生13 名の 975 名が入学し

ました。

平成１３年度入学式・学長告辞
�
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　卒業パーティーは３月２２日（木）午後１時、名古屋観光ホテルに６４０余名
の参加者のもと、盛大に開催されました。
長谷川文仁実行委員会委員長から「４月からは新しいスタートを切る事にな
りました。今後は本学で学んだことを活かし社会で頑張っていきたいと思いま
す。」と力強い挨拶。パーティーは吹奏楽団の演奏のもとで行われ、終了時
間の３時を越えても卒業生らは、ゼミ仲間、教職員と別れを惜しんでいました。

学位取得
おめでとうございます

　平成１３年３月２４日付けで岐阜大
学から博士（工学）の学位を取得され
ました。
　学位論文「チタン合金の高温疲労
強度に及ぼすショットピーニングの影
響に関する研究」

機械工学科　高藤新三郎助教授

　平成１２年度の学位記授与式は、３月２２日（木）午前１０時半より石井記
念体育館において挙行されました。
　澤岡学長から「我 は々いま、激動の時代に生きている。そのために、企業が
君たちに求めているのは、一人二役、三役を期待している。仕事の好き嫌い
は言えない。何でもこなす覚悟が必要。技術は日進月歩で変わり、大学で学
んだことはすぐに役に立たなくなる。しかし、考え方の基本は変わらない。恐れ
ることはなにもない。これからの一生は勉強です。」との告示を厳粛に受け止
めて、学部の卒業生６２０名、大学院修士課程修了生５１名、委託生修了生２
名らは、溢れる希望を抱いて実社会へと巣立ちました。

　晴れの受賞、おめでとうございます。３月２２日、学位記授与式
において表彰されました。

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
★成績優秀者
　機械工学科 爾見　博法（杜若高校）
 高井　清孝（岐陽高校）
 田橋　和典（北高校）
　電気工学科 岡部　貴臣（名城大附高校）
 河村　篤英（犬山南高校）
　建設工学科（土木） 浅井　晴美（小坂井高校）
 増田　晃次（豊田南高校）
　建設工学科（建築） 嶋田　明王（西尾高校）
 時澤　加苗（高崎工業高校）
　応用電子工学科 五十住　元（木曽川高校）
 遠山 義之（中津高校）

★課外活動優秀者
　自動車部 河野　大作（緑高校）
 宮脇　英史（福野高校）
 岡森　貴史（名張桔梗丘高校）
　建築設計競技会 花井　奏達（岡崎北高校）

★大学院修士論文優秀者
　機械工学専攻 浅田　英雄　　山賀　洋和
　電気・電子工学専攻 川井　孝広　　佐藤　誓一
　建設工学専攻 中西　竜也　　山根　宏之

三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
　機械工学科 久野　祥正（東邦高校）
 武田　進也（岩倉高校）
　電気工学科 藤田　大学（中村高校）
　建設工学科（土木） 鵜鷹　　誠（姫路南高校）
　建設工学科（建築） 宮田　　亮（星林高校）
　応用電子工学科 出水　宏治（名南工業高校）



電子情報工学科教授

國 立 　勉（くにたち  つとむ）

最終学歴　名古屋大学大学院
　　　　　工学研究科　情報工学
　　　　　修士課程
学　　位　博士（工学）
最終前歴　日本電信電話株式会社
　　　　　ＳＩ基盤研究所 主幹研究員
生年月日　昭和２５年７月１２日
趣　　味　テニス、ゴルフほか

　一宮市出身です。大学院を出て、ＮＴＴ（当
時電電公社）の横須賀電気通信研究所に配
属されて以来、関東方面におりましたが、平成
９年６月に岐阜県の財団ソフトピアジャパン
（大垣）に出向し、故郷に戻ってきました。また
出向終了後は、研究所の窓口役（出張所）とし
てＮＴＴ西日本の名古屋支店におりました。
　変わった苗字ですが、関東方面では「国立」
という地名があるので、あまり珍しく思われな
いようです。でもこの地名は、国分寺と立川の
間をとっただけなんです。
　ソフトウェア工学分野（計算機言語、ソフト
開発の効率化、品質向上）を専門としましたが、
ＩＴの発展目覚しい今日この頃では、インタネッ
トやソフトウェアの応用技術など、産業的・社
会的インパクトのある方面に関心があります。
私も学生の皆さんと勉強していかねばならな
いと思っています。
　お酒はあまりいける方ではありませんが、ス
ポーツは好きです。お誘い下さい。

 

機械工学科助教授

白 石  裕 之（しらいし  ひろゆき）

最終学歴　京都大学大学院
　　　　　（工学研究科機械工学専攻
　　　　　修士課程）
学　　位　博士（工学）
最終前歴　名古屋大学工学研究科
生年月日　１９６６年１０月１日
趣　　味　旅行、歴史散策、音楽鑑賞
専門分野　数値流体力学、流体工学、
　　　　　燃焼工学

　住み慣れた地である大阪を離れたのはもう
十年近く前の事になりますが、不思議とそれ程
の月日が流れた様には感じられないものです。
　旧職場で研究・教育に携わる以前、私は
メーカーにて超音速輸送機の研究開発に関
する国家プロジェクトに参画しておりました。
私個人の経験からではありますが、大学で学
び、又は教えて頂いた事が実社会でそのまま
素直に役立つ事はそれ程多くはなく、事に当
たった本人がうまく現状にて適合させる必要を
常に有するもであります。その事からも、社会
に役立つ人材を育成する機関としての大学と
しては、如何に応用へ向けた考えを養って貰う
かという事が今後益々重要になって来るので
はないかと考えております。学術知識ももちろ
ん大切ですが、学生の皆さんにも考える姿勢
を持って貰える様な機会を、教育の場の中で
極力多く作れたら良いと考えております。

教職課程助教授

田 中  裕 巳（たなか  ひろみ）

出身大学　名古屋大学大学院
　　　　　（教育学研究科博士課程）
学　　位　文学修士
最終前歴　名古屋大学教育学部附属
　　　　　中・高等学校
生年月日　１９４２年６月２０日
趣　　味　バトミントン、スキー、麻雀
（いずれもあまりチャンスがありません）

　オーバードクターの状況に耐えられず、中・
高の現場に飛び込み２８年が過ぎました。今
回教職課程の一員に加えていただいて、現場
の体験に踏まえた講義や教育実習の担当を
できることを、心から感謝しております。
　この２年間、非常勤で ｢道徳教育の研究 ｣
を担当させていただきました。ＤＩＴの学生（講
義で出会った方たちだけですが）たちは真面
目だけれど、少し視野が狭いかなと思いました。
ＭＩＴは「社会性のある科学者・技術者」の養成
をめざしていると思います。わたしも微力では
ありますが、教職を志す学生たちに、教科指導
の実力を高めることだけでなく、教師仲間の一
員として、そして「学校」の在り方を問い続ける
自覚や志操を高めるために、いかに社会的視
野が重要であるかを挑発していきたいと考え
ています。
　教職をめざす学生たちが気楽に相談に来
れるような研究室を準備したいと思っています。

　２年４ヶ月という大変短い期間でしたが、大
同工業大学では機械工学科の皆様をはじめ

多くの教員職員の方々に暖かく受け入れいた
だき心より感謝しています。私はもともと愛知
県常滑市で生まれ育ち、電電公社 (現ＮＴＴ
)に入社後は主として関東地域で過ごし、愛知
県と関東をほぼ四半世紀ずつ過ごしたことに
なり、本学に就職させていただいたときは、随
所で聞こえてくる名古屋弁なまりに大変な親
近感を覚えました。
　内側から学内を見ると、教員、職員のレベル
も高く伝統と格式と重んずる正統派の大学で
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機械工学科教授

山内 五 郎
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あるという認識を新たにしましたが、同時にそ
れが偏差値というパラメータに反映されず、受
験界からの高い評価につながっていないこと
を残念に思いました。しかし、現在、澤岡学長
のリーダーシップや学園本部の支援により、
高校生にとってより魅力的な大学に変貌しつ
つあります。大同工業大学の真価が高校生や
就職先企業に今以上に評価され、大同学園
創業当時の高い名声が復活するのを願って
やみません。

　日は浅くも、私自身にとれば企業の研究所
から学園に赴任し、２つの一見異なった世界を
経験させて頂き、刺激的かつ有意義な学園生
活を享受してきました。もとより私大は企業の
ジャンル、本質的に変わるものではありません
が、教育者という観点に立てば、私のような
根っからの材料屋（今後もそのつもりですが）
にとれば、学術研究以上に教育が重要である
ことを改めて認識致しました。私も学生時代、
教育原理や教育心理などを勉強し、その実践
に興味をもったことがありますが、それを教育
の現場で体験できたことは驚きであり、当時と
しては予期せぬ出来事であった訳です。
　さて学生諸君にとって大学生活は人格形
成の１つの要、精神的にも依存型から独立型
への正しく転換期であり、事故の進むべき途を
しっかりと見定め、それをフオ-カスとした実学
を身につける必要があります。教員はその助っ
人であり、よき指導者であるべきで、昨今の目
まぐるしく進展する技術や経済環境に単に追
従するだけでなく、それを教育の現場に反映
する責任者であること痛感しました。
　そういう私自身も赴任当時は五里霧中、そ
れでも学科主任、就職担当から科研費関係に
至るまで１通り学事を経験させて頂きましたが、
これも教職員を始めとする皆様のご教示の賜
物と感謝しております。大同学園も片鱗を重
ねること６０年余、還暦を過ぎ、１つの転換期に
あります。新キャンパスはその象徴ですが中身
も大切、教育の場としての体質改善も着 と々
進みつつあります。勿論、将来を託す学生諸
君を育てる以上、時代の先取り研究も不可欠
であることは云うまでもありません。バイオ、Ｉ
Ｔから始まり宇宙開発に至るまで。ひょっとし
たら、地球の寿命も皆さんのニュ－テクノロジ

－によって決まるかも知れません。こうした新
生・大同工大で勉強し、活躍する皆さんはラッ
キ-、やがて諸君の血となり肉となって21世紀
を担う原動力となることを期待して止みません。
　確かに諸君にとって座学はきつい、試験も
いやだ……かも知れませんが、現実の社会は
厳しい試験の連続、精神修養のつもりで頑張
りましょう。人生は一度だけ、やり直しは効きま
せん！
　最後に、日頃、叱咤激励を頂いている教職
員並びに学生諸兄姉の方々に深謝し、併せて
皆様のご健勝と一層のご活躍をお祈り致しま
す。

　本学で７年間、大変お世話になりまして、誠
にありがとうございました。振り返って３つの面
で少々感じましたことを述べさせていただきま
す。　
（１） 環境面、今から考えますと、私にとってこ
の７年間は国立大在任期の３５年間と比較す
るといろいろな面で自由が多かったように思
います。平たく言いますとおおらかで個人の意
志を貫くことができたところです。
（２） 教育面、現在の学生に最も影響を与える
ベストのものは、１対１の対話かと思います。
学生は３０年先の日本を背負っていく若者で
す。誰が３０年先を予測できるでしょう。如何に
生きるべきかを、謙虚に一緒に考えてやること
が我々の使命であるように思います。時には
全く徒労に終わることもあるし、成功することも
あります。教育には、ロスがつきものと考えられ
ます。
（３） 研究面、全く夜の仕事です。土、日曜日、
深夜のみが能率の上がる時間帯でした。現在
の一般の会社では、グローバルな競争のまっ
ただ中にいます。殆んどの人は残業、ウィーク
エンドに働いています。それでも、リストラ、倒
産が生じるわけです。
　このような状況下で、良好な待遇をうけて好
きなことに没頭できたのは、教員として誠に
“幸せ”なことでした。厚くお礼申し上げます。
私にとっては、生涯忘れることができない７年
間でした。
　末筆ですが、本学の教職員皆様方の御健
康を祈りますと共に本学の限りない御発展を念
願致しましてメッセージとさせていただきます。

　人間は育つ環境が異なると、随分考え方も
変わるものである、と気付いたのは大学へ入
学した頃のことであった。私達の学科（クラス）
は４０名程度の少人数学科であったのですが、
普通科、職業科、大検合格者、さては白線浪
人など色とりどりでした。当然出身校が異なれ
ば同じ普通科であっても教育課程が異なり、
職業課程のかリュキュラムは約半数の単位数
は専門科目で埋められておりその違いは判然
としていた。それが高校時代の人格形成に大
きな役割を果したのか、私達のクラスは皆、各
人がそれぞれのカラーを持つた集合体であっ
た。当初クラス内には幾つもの会話グループ
ができ、そのグループが成長してゆく過程で
他のグループと融合し、大学生活後半になる
と、クラス全体が一個の集合体に纏まり、その
集合体の中でそれぞれ各人の持っていた志
向・感覚の交流が無意識の中で行われて行
き、クラスの交流の場が人間的な成長を育む
土壌の役割を果たしていたような状況であっ
た。
　こんな経験をした自分にとって諸君達に望
みたいことは、人は、それぞれ歩んで来た過去
を持っているので、人の能力、適正、興味、関
心も千差万別である。お互いの交流の場がな
ければ素晴しい能力。適正等も単に素材の集
合に終わってしまうのである。そこで大学での
研究活動、部活動等の交流の場を活して、自
ら何かを学びとり、自分の考えで行動出来る
自律性と実践力、そして幅広い視野を養って
欲しい。それが正しい人間性を育み、将来君
達の生きる力になると思う。その間、辛い事も
厳しい事もあるだろうが安易に妥協すること
なく、自らを励まして頑張って生きて欲しい。　
　　
　最後に新キャンパスの建設も関係者各位
の御尽力により見事完成いたしました。時代を
先取りした新学科も設置され、大同工大の新
たな発展が始まろうとしております。大学には
厳しい時代ですが、本学には明るい先がさし
こんでおります。より一層の発展を心より祈願
いたします。

応用電子工学科
教授

草加 勝 司
応用電子工学科
教授

和田 隆 夫

教職課程講師

鬼頭 尚 夫
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　私たちは今、２１世紀
を迎えて本格的な情報
化社会への激しい流
れの中にいます。世界
を覆っているこの情報化の流れの中で、今ま
で以上に情報機器を使いこなす力、情報を
正確にキャッチして的確に判断が下せる力、
情報化に伴って生じるさまざまな社会的問題

や個人の生活に関わる問題等を正しく把
握し、解決する能力が求められます。
　本学は４月１９日、文部科学省に対して
「情報学部」の設置を申請する書類（第１
次）を提出しました。認可されれば１年後

の平成１４年４月には、本学
の二番目の学部として「情報
学部」がスタートすることにな
ります。
当面は「情報学科」（入学定
員　昼間主１４７、夜間主４０）
の１学科のみですが、数年後
には学科増を行う計画です。
　この学部は、システム設計

やインターネット通信など工学系の内容を主
に学ぶ学生、コンピュータグラフィックスなど
ディジタルコンテンツのアート・デザイン系を
中心に学ぶ学生、あるいは英文の技術的ド

キュメント力でインターネット時代に活躍しよ
うとする学生など、文系理系の両方が混在し
影響しあいながら、全体として調和する新し
い世界です。
　情報学部は、女子学生が大いにその能
力・個性を発揮できる場でもあり、多数の入
学が期待できます。
（注）「情報学部」は現在の電子情報工学科
（応用電子工学科を平成１３年度に名称変
更）の改組により設置するものです。（藤田情
報学部設置準備委員会委員長）
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　文部科学省は１月３０日、省庁再編で新
設された「科学技術・学術審議会」の委員に
本学の澤岡学長他２９名を発表しました。学
術審議会や海洋開発審議会、資源調査会
などの六つの審議会を整理統合した。任期
は２年。

　本学初の出版図書ができあがりました。社会交流センター内のＤＩ
Ｔ出版企画が編者となって、丸善から本年３月２５日発行されました。
書名は『危機管理と人間力』です。内容については平成１２年度総合
科目Ⅰ・Ⅱをベースに、書籍という媒体による本学からの情報発信
の一つの試みです。ちなみに表紙見開きのことばを拾ってみましょう。
　「本書は、われわれを取り巻くさまざまなレベルの危機を取り上げ、
これから克服してゆかねばならない困難な状況にどのように立ち向
かってゆかねばならないか、そのヒントを導き出すための始めての試
みです。技術的な視点からの危機管理に関する解説から、いかに危
機を乗り越えてきたかという体験、文化や歴史に関わる話など、豊富
なテーマを取り上げています。」
　「ねばならない」が二回も続いて力みが入っていますが、これも
初 し々さゆえの意気込みと受け取っていただきたいものです。　総
合科目ともども、本書の第二弾、第三弾  を引き続きご支援願いま
す。ＤＩＴ出版企画　代表　服部文彦

刊著書を 　る�新� 語�
危機管理と人間力
Ａ５版１９４ページ
編　者：ＤＩＴ出版企画
出版社：丸善株式会社
発行日：２００１．３．２５

　ある若手政治研究者の集まりで、「これ
までにないタイプの教科書を自分たちの
手で作ろう」という声があがりました。それ

を受けて参加者たちが、それぞれの専門から政治と政治学の最
新動向を解説した論考を持ち寄り、この本が生まれました。
　私たちの社会では近年、環境保護、少子高齢化への対応、男
女平等、情報公開や市民参加といった新たな課題が次 と々出て
きています。しかし、日本政治の現状を見ると、高度経済成長期
に形成された古い仕組みや慣行が、今日的課題への取り組みを
妨げているようです。
　この本の各章では、他国の事情を紹介したり、日本政治の中
にわずかに見られる変化の兆しを読み取ったりしながら、これから
の時代にふさわしい政治のあり方を探っていきます。「社会構造
や人々の意識が変化した今、政治も変わらなければならない」と
いうのが執筆者たちのメッセージです。

ニューポリティクスの政治学
編　者：加来健輔・丸山仁
著　者：渡辺博明
　（一般教養・人文社会教室講師）他
出版社：ミネルヴァ書房
発行日：２０００．１０．２０
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地球環境問題とアジア
～２１世紀の展望～

　（財）名古屋都市産業振興公社「材料と環境フォーラ
ム」と社会交流センターとの共催で地球環境問題につい
て、山本良一東京大学教授を迎え、２月２７日、Ｂ４１０講義
室において、講演会を開催しました。当日は、地球環境問
題に関心がある研究者、技術者をはじめ大学関係者ら９０
名余の方々の聴講がありました。なお、講演会後の交流会
も、本館１４階ラウンジで開催され、４月から始まるグリーン
法の話題に終始していました。

���������	
��
ドイツにおける地球環境問題と

生産技術に関する研究開発の動向について
　本学と学術提携大学であるドイ
ツ・アーヘン工科大学の塑性加工研
究所所長 R.Koop 教授が、日本鉄
鋼協会の招聘講演で来訪される折
に、本学に立ち寄って頂き、３月２８日、
本学図書館大会議室で、生産技術
に関する研究開発者６０名余の聴講
のもとで開催されました。

�������

　就職指導部恒例となった企業説明会が、２月２２日（木）
名古屋国際会議場に参加企業１７０社、引き続いて３月１５
日（木）・１６日（金）学生食堂・学生ホールに参加企業１２０
社によって、２回開催されました。
　企業説明会は、学生の進路の選択に指針を与え、企業
情報の提供により円滑な就職活動を支援するために開催
され、卒業予定学部生および大学院生らが真剣な面持ち
で企業情報を収集していました。昨年度もこの説明会参加
企業から８０％の学生内定者がでています。
企業からの声：おとなしくてやや消極的な感じだが、茶髪の
学生のいないのに大変驚いた。
学生からの声：企業の人と直接、説明が聞けて非常に参考
になり有意義でした。
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　澤岡学長令夫人であり、木版リトグラフ
の芸術家として名高い澤岡泰子氏の個
展が、３月２２日～２７日の６日間にわたっ
て丸善・名古屋栄店４階ギャラリーにおい
て開催されました。
　作品は、木版に油性の溶きずみやソ
リッ ドマーカのようなもので絵を描き、普通
の木版のよ
うに彫刻刀
で削ったり、

かんなやカッターて゛削ったりして、普通の
リトグラフのように製版。最初の試し刷りの
時には、今だにどきどきして前の晩からわく
わくして、まるで、焼き物の窯だしの時ように
興奮するとのこと。
　展示された作品の内、１２点を本学に寄贈
され、本館内に展示されています。
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半規管膨大部の構造と機能
　日本学術振興会平成１２年度日独科学
協力事業セミナーとし て「Symposium on 
"Morphology and physiology of 
Semicircular Canal Ampulla"」が、３月２５
日～２７日の３日間、本学図書館大会議室
において開催されました。当日は、ドイツベル
リン自由大学の研究者４名と国内の研究者
１１名の研究者を集め、過去４年間にわたっ
て推進してきた共同研究成果の纏めとして
開催され、５０名余の聴講者がありました。最
終日の２７日には大同機械庭園で、「花見会」も行われました。

����������������	��
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授業開発センター長　
曽　我　静　男

質問者Q：知り合いの辛辣な大学部外者
応答者A：就任したばかりの
　　　　　授業開発センター長

Q：ずいぶんご無沙汰だ。今日は是非聞きた
いことがあって、こうしてわざわざやって来た。
A：いやほんとうに久しぶり。何でも聞いてくれ。
ただしお手やわらかに。
Q：ではさっそく尋ねるが、「中日新聞」（２００１
年１月２６日朝刊）に、あなたのところの大学
が学生の学力向上を目指して、授業公開をう
たい、「授業開発センター」を作って、授業改
善をすることが、何か画期的なことであるかの
ような記事が出ていた。文部科学省もそんな
コメントを寄せていた。我々のような大学外の
人間からすれば、教育機関である大学が、学
生のために授業改善の努力をするなんて、当
たり前すぎて、どこが画期的なのか、少しも分
からない。初代授業開発センター長にめでた
く就任したらしいあなたに、とにかくそこが聞き
たくてやって来た。我々大学外の者にも是非、
分かるように説明してもらいたいね。いったい
どこが画期的なんだい。
A：ウーン、いきなり痛いとこ衝くね。しかも「め
でたく就任」なんて相変わらず君の皮肉はキ
ツイね。でもその問いに答える前に言ってお
かねばならないことがあるんだ。少し大げさに
なるけれど、歴史的に見て、そもそも大学とい
うところは他の近代的組織に比べれば、変化
を厭うという点で最も保守的な組織であった。
一つ変えることが大変なところだった。無変
化であることそのことが権威（既得権益）を保
つことだったのよ。「象牙の塔」とは結局それ
以外の何ものでもなかった。
　たとえば科学の中心地（ヘゲモニー）が１７
世紀の中葉にイタリアからイギリスへ、１８世
紀の後半にフランスへ、そして１９世紀の半ば
にはドイツの大学へと移動し、１９３０年代にア
メリカの高等教育機関へと最終的に移って
いったということは科学史や近代大学史の定
説だが、その場合、ドイツの大学がナチ支配

下になだれを打つ前に科学研究の中心の座
からすべり落ちたのは、当初は革新的だった
フンボルト的大学理念の現状不適合がしか
らしめたものであったのだ。ドイツの大学組織
の保守的硬直性が、外部の社会経済の急速
な変化に適応できなかったのが一大要因で、
結局、科学の中心まで新天地アメリカに奪わ
れてしまったというのが定説だ。そもそもドイ
ツの大学は工業専門学校における工学を
１８９９年の学位授与権付与まで頑として学問
と認めなかった、そのわけはつまり・・・・。
Q：ちょっと待て。蘊蓄を傾けているときに話の
腰を折って悪いが、私の聞きたい授業改善と、
あなたのいう大学のその保守性とどんな関係
があるんだい。大学の授業についても、その
保守性のゆえに、改善が放置されてきたとい
うことをあなたは言いたいのか？
A：そのとおり。teaching、つまり教えることにつ
いても実情は同じことさ。君も知っているあの
偉大なヘーゲル。彼のイエナ大学での最初
の講義はまったく人気がなかった。ローゼンク
ランツの『ヘーゲル伝』（１８４４）によると聴講者
がいなくて講義ができなかった時代があった
らしい。シェリングの講義の華 し々さに比べて、
弁舌の豊かさは持ち合わせていなかったとあ
る。受講生の数が給料に直接響く私講師制
度のもとで若きヘーゲルの生活は青息吐息。
まあ、私の見るところ、内容が高度でしかも教
え方がまずく聴講生にはさっぱり分からな
かったのだよ。でもヘーゲルはそんなことに頓
着なく世界的偉業を成し遂げた。僻地の小学
校教師も経験したウィットゲンシュタインはケ
ンブリッジのカレッジでの彼の授業中に何度
も長く沈黙し、自分の哲学世界に沈潜独語し、
時には途中で授業を放棄したようだ。うらやま
しいかぎりだ。もう一つ、アメリカの有名な心理
学者のソーンダイクにもこんな逸話がある。こ
の大先生は目前の授業を前にして、「よし次
の授業までにまだ５分ある。講義用メモに目
を通せば、学生にとって分かりやすい授業が
できるだろう、だがその間に相関係数をもうひ
とつ計算しておこう」とデータ整理を続けたそ
うだ。大方、ネコかネズミのデータ整理に夢中
だったんだろうよ。こんな話は枚挙にいとまが
ない。先端を切り開く知的営みには、携わって
いる者にそうさせてしまう不可避の魔力が在
るんだ。偉大な先人たちは、学びたいやつは
勝手に学べと、おおよそそうやってきたのだ。
大学もまたそれを許容する社会的地位を保
持してきた。君も僕も３０年前の学生時代には
そういうふうに扱われていただろう。もっともつ
まらない講義なんてこっちがお断りだったが。
Q：それはそうだが、今、考えてみれば信じられ
ない世界だよね。歴史上の高邁な学者先生
たちは、自分の研究世界に浸って、足元の授
業や受講生なぞ構っていられねぇ、あるいは
頓着しなくてもよかったというわけだ。私のよう
に、大学の外のきびしい経済社会で日々何と

か生業を成り立たせている一大衆からは、足
元の自分のお客のことを考えなくてよい世界
なんて想像を絶するよ。で、日本ではどうだっ
たんだ。やっぱり同じか。
A：まあ、先端を切り開く学問に直接携わって
きたかどうかは歴史的に極めて怪しいが、講
義なぞ自分の独善主義でやるのが大学教員
だという頑迷な保守の精神だけは、末端まで
シッカリ受け継いできたと私はみている。だん
だんと変わって来てはいるが、そのアナクロ
ニズムは今も健在だ。
Q：その大学がここへ来て、なぜ、やれ学生の
視点だ、やれFDだ、授業改善だと、蜂の巣を
つついたように騒ぎはじめたんだい？　やっ
ぱり巷でいう大学教育の超大衆化と大学生
の学力低下や少子化のせいで、大学が慌て
て今まで放っておいた学生への教育を見直
し始めたというわけか。少子化によって「大学
の競争的淘汰」が近々起こる、つまりお客で
ある学生を大事にしない大学は、学生を集め
られなくて自然淘汰だと新聞紙上を賑わして
いるけど、あんたの大学もそれでアワ喰って
「授業開発センター」なぞ設置し、学生のため
の授業改善に押っ取り刀で駆けつけたという
のが真相だろう。
A：君の言い方には相変わらず悪意がある、
がその認識は大筋で間違いではない。むろ
んここでは詳しく説明できない国立大を含め
たこの業界の他の要因がもっと複雑に絡んで
いるんだけれど、傍観者風に言ってしまえば、
戦後日本で初めて、大学がマア、君の言うい
くつかの外的要因のせいで市場原理の波に
洗われ始めたというわけ。大学も遅ればせな
がら顧客を気にする近代的組織の一員に加
わったということだよ。重要なのは、個 の々大
学がそうした未知の情況を、どう工夫して抜
けていくかということだ。うちの大学は徹底的
な教育改革で抜けようと、２年前に全体で決
意した。
Q：ここまでのあなたの説明は大目に見てどう
にか了解できたとしよう。ようやく本題に入る
が、それで、こうした情況に抗して、あなたのと
ころの「授業開発センター」というのは一体何
をするつもりなんだ。かなり前から、学生たち
が教授の授業を評価して、それを公表する大
学があちこち出てきていることは、部外者であ
る我 も々時々耳にするし、それによって大学は
徐々に学生の視点に立ち始めたらしいが。そ
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れと似たようなことをお宅も装い新たに始め
るというわけかい。
A：実は現在、大学教育をめぐって試みられて
いる種 の々改革の限界はそこにある。今度の

「授業開発センター」の存立意義はその限界
を突破できるかどうかに関わるんだ。私の見
方では、学生の視点に立って授業を改善する
という全国の大学の試みは今、壁に突き当
たっている。華 し々い報道とは裏腹にね。各大
学の改革報告書や FD ハンドブック（授業改
善指南書）あたりに眼を通せば、学生による
教員の「授業評価」や個別の教員の実践報
告程度が今の大学ができるリミットだってよく
分かる。その試みの意義は認めるさ。先に話
した大学の保守性に鑑みれば、だ。しかし、
そこまでさ。「授業評価」は個 の々教員に回収
され始末されるか、こうやって授業をよくしま
しょうとかいう分析で一巻の終わり。後に残る
のはうんざりするほど分厚い報告書だ。一体
誰が読むというんだ。ところが、大学教育の超
大衆化で、日々、「事件は（授業）現場で起き
ている」のが実態よ。良心的な教員ほど現場
で自分の教師アイデンティティの揺らぎを感
じているはずだ。
　ほんとうは、この行き詰まりの正体は分かる
者にはよく分かっているのさ。しかし、どこの大
学も知恵はあっても、そこのところをシステムと
して突破できない。ポイントは「システムとし
て」という点だ。全体のエネルギーをそこに一
旦集中できる組織化なんてどこもやれっこな
いさ、それに全教員が自分の授業を衆目にさ
らすという決断もいる。他の大学のことはこの
際どうでもいいけれど。そんなことをしても失
敗するかもしれないと及び腰で言う者もいる
よ。端から怖じ気づいているのさ。
Q：オイオイ、これが載るのは「大同キャンパ
ス」という、権威ある礼儀正しき広報パンフと
聞いているぞ。みんな読むんだから、もう
ちょっと品良く言葉を選んだ方があんたのた
めにも無難だよ。
A：大きなお世話だ。君の挑発に乗っているふ
りをしているだけで、オレのドクゼツはあくまで
冷静さ。大体、そんなことを気にする連中はも
ともと現状を打破する気概も能力もない、反動
的な小者だよ。うっちゃっておけばいいんだ。
うちの大学にはそんな連中はいないとオレは
願望するがね。
Q：「オレ、オレ」って、品良くしろって、マッタク！
品性が疑われるぞ。でも、その限界というか、
その突破というか、それが今ひとつ分からな
い。あなたの言い分を聞いていると、大学教
育が現在直面しているその限界を「システム
として」突破する試みが、今度の「授業開発セ
ンター」だというわけか？何だか、いきなり大き
く出たもんだ。
A：いや、いきなりではない。うちだってこの数
年間、決して手をこまねいていたわけではな
い。「授業評価」は導入して５年になるし、そ

れに基づくいい分析報告書もある。実は「授
業開発センター」に似た具体案が出たのは６
年も前に遡るんだ。紆余曲折があり、今の学
長の任期３年目にして今日ここにようやく日
の目を見るんだ。このブランクは大きいが、分
かる学長がお出ましになったという僥倖を
我 は々素直に喜ばなければならない。
Q：そんな内輪話は我々にはどうでもいいんだ。
聞きたいのは限界を突破するというその意味
と、具体的な方法だ。それで学生へのサービ
スが向上すると言うのかい？
A：あ、申し訳ない、大学に棲息しているとつ
いこうした内輪話になってしまう。それを大問
題だ、現実そのものだ、と錯覚するんだよ。気
をつけてはいるんだが。
　今度発足した「授業開発センター」は、一昨
年来からのうちの教育改革過程の重要な一
環なんだ。夜間主コース改革、教育課程改革、
授業改善のためのセンター設置の三つが、教
育改革のいわば目玉で、この４月から走り始
めたというわけだ。先の二つの徹底性につい
ては適任者がしかるべく説明するとして、ねら
いは皆同じ。縁あって本学に入学した学生た
ちと教育面で真剣に向き合おうということよ。
あんまり好きではない君の表現を借りれば教
育サービスの質的向上。フンボルトの大学か
らはるか遠くまで我 は々来たわけだ。
　「授業開発センター」がやろうとしている活
動はいくつかある。けれど中心になるのは教
員の授業をオープンにして、恒常的に授業を
参観し合い、授業研究会を催し、たがいに授
業方法を学び合うということだ。システムとし
てこうした実践を全学的に定着させる。全授
業の公開を宣言する「授業憲章」も制定した。
すでに話したように今までのFD（授業改善）
活動はどこの大学でも、いわば紙の上に留ま
らざるをえなかった。しかし、我 の々「授業開
発センター」の活動は、あくまで授業の生 し々
い現場に密着する。学生と向き合うのは紙の
上ではなく、授業現場だという発想だ。セン
ターが目指すのは、現場と我々教員の思考と
の絶えざる往復運動だよ。
Q：いよいよ話が佳境に入ってきた。それで誰
の授業を見るんだい。
A：当然、全教員の授業が対象になる。学内
の同僚教員が、授業担当教員の一番自信の
ある授業を参観させてもらうんだ。最初は週１

回のペースで徐 に々軌道に乗せていくつもり
だ。２年半ほどで専任教員の授業はほぼ網
羅されるだろう。緊張でワクワクするね。その
貴重な参観記録や授業研究会経過はその
つどセンター報で学内に発信する。みんな自
分の授業のことを考えて読み、学習するだろ
う。選り抜きの次長、所員、室長も整えた。
Q：そうした試みは全国で初めてなのか？　
A：そうさ。小さな有志の単位ではいくつかや
られてはいる。しかし、大学が共同意志で非
常勤の先生方を含めて全教員の授業を公開
対象にするのは初めてだろう。その意味で先
例はない。何もかもが試行錯誤だ。大きなエ
ネルギーもいる。しかし我 は々現存の学生の
ために、授業を改善するにはこの方法しかな
いと考えた。学園も予算面を含めて全面的に
サポートすると言っている。まあ、当たり前のこ
とで、それがないと頓挫確実だからね。
Q：肝心の先生方の抵抗感はなかったの？
A：ないと言えば嘘になる。私だって自分の授
業を自信持って同僚に対して公開できるかと
問われれば、躊躇するものがある。でもここを
突破しないとうちの将来は見えてこない。何よ
りこの大学に入学した学生をどうするのがい
いかを先に考えた。そうした学内のコンセン
サスによってセンターを立ち上げた。その意
味で、自画自賛ではあるが、この大学の大方
の先生方の決断は立派だと思うよ。むろんこ
の試みは画一化した授業マニュアルを教員
に課すことでも、ましてや教員を評価すること
でもないんだ。それをやったら授業は死ぬか
らね。教育上、多くの難しい問題を抱えざるを
得ない我々教員が、その授業経験を共有化
し、批評し合い、共同して何とかいい授業を
つくり、その結果、学生たちにこの大学を通過
してほんとうによかったと達成感を味わわせる
こと、それを助けることがこのセンターの最終
の目標なんだ。こうした企図の重要性をここ
の先生方は理解し、参加しようというわけだよ。
　この記事が公になる頃には、記念すべき第
１回の授業参観と研究会が実施されている。
ささやかだが、大きな一歩だ。センターは今後、
いくつかの困難に遭遇しつつ、終りのない反
復的運動体になっていくだろう。
Q：我々にはまだ少し判然としないところがあ
るが、それも部外者だからしかたがない。意気
込みだけは良く分かるがね。次回の対話を楽
しみにしよう。ともかく入れ込みすぎて体をこ
わさないようにしろよ。それじゃ、健闘を祈って
いる。
A：まあ、あせらずやっていくさ。それにお望み
ならいつか君も授業参観にご招待できるかも
しれないよ。
（註）いうまでもなく、これは今度新たに発足し
た本学の「授業開発センター」　Center for 
Teaching Improvement（CTI）を広く紹介す
るための、フィクショナルな対話である。
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キャン パス
カレンダー

 5 月 
２０日∂ 大学祭「仮装行列」
２５日ª 大学祭「前夜祭」
２６日º 大学祭「本祭」（休講日）
２７日∂ 大学祭「本祭」
２８日∑ 代休講

 6 月 
２日º クラブ対抗新人生歓迎
　　　　ボーリング大会
２０日π 前期学生代表者会議

 7 月 
１４日º 補講期間（休日除く２１日まで）
２３日∑ 前期定期試験期間
　　　　（土日除く８月４日まで）
　

 図書館の開放 
　本学図書館は、地域社会における文化
の向上、発展に寄与することを目的として
広く学外、一般社会人に対して、オープンし
ています。ご利用下さい。
◎一般社会人（１８才以上）：
　　図書３冊（１週間以内）まで貸します。
◎高校生：施設の利用が出来ます。
問い合わせ／大同工業大学図書館
　　　　　　ＴＥＬ（０５２）６１２－６８７３
　

 宇宙少年団名古屋支部 
　「模型飛行機」教室
　平成１３年度科学技術週間協賛「つくっ
て、飛ばそう：模型飛行機」教室が（社）中
部宇宙産業科学技術振興センターの共催
で４月１４日（土）滝春校舎Ｂ棟０４０１講義
室、体育館で開催されました。
　親子３５組と関係者２０名余の中に混
じって本学の宇宙少年団リーダーらが、馴
れない手付きでゴム動力飛行機を作って
いる少年らに額に汗を流しながら指導して
いました。
　宇宙少年団の団員らは、体育館で完成
した飛行機を飛行させ、自分が想像してい
た以上に良く飛ぶ飛行機に歓声を上げて
満足していました。

 人事室 
◇退職◇　平成１３．３．３１付

☆教育職員  和田隆夫（応用電子工学科
教授）　鬼頭尚夫（教職課程講師）　山内
五郎（機械工学科教授）　草加勝司（応用
電子工学科教授）
☆事務職員  川崎　晃（大学事務局長）　
南出正子（大学事務局就職指導室（主査
待遇））　武田淳子（大学事務局白水事務
分室（書記待遇））
☆嘱託職員  橋口紀昭（機械工学科）　永
井　勤（工作実験実習室）　吉原勝己（大
学事務局就職指導室）　福田　武（大学
事務局白水事務分室）
☆特別嘱託職員  谷口俊春（大学事務局
入試室・広報担当北陸地区駐在員）

◇採用◇　平成１３．４．１付

（注意）新学科等名称変更に係る既設学
科については、併任扱い。
☆教育職員  國立　勉（電子情報工学科
教授）　白石裕之（機械工学科助教授）　
田中裕巳（教職課程助教授）
☆嘱託職員  諸川　学（機械工学科及び
情報機械システム工学科）　望月孝雄
（都市環境デザイン学科）　益永俊則（創
造製作センター）
☆特別嘱託職員  木下　進（大学事務部
就職指導室）　鹿野恵策（大学事務部入
試室・広報担当愛知尾張地区駐在員）

◇昇任◇　平成１３．４．１付

☆教育職員  神保睦子（電気電子工学科
教授）　堀内将人（都市環境デザイン学
科教授）　萩原伸幸（建築学科助教授）　
橋本博美（一般教養外国語教室助教授）

◇移動◇　平成１３．４．１付

☆技師  山下　昇一（機械工学科及び情
報機械システム工学科技師）

◇名称変更◇

◇組織統合◇

■編集後記■
　表紙の写真は４月２１日、毛利さんが水
野義雄保健体育教室教授、神保睦子電気
電子工学科教授及び岩間三郎電気電子
工学科教授の研究室を訪問されたときの
スナップ写真。今月号は、４月に発行を予
定していましたが、大同工業大学創立記念
行事の関係で５月発行となりました。

社会交流センター
E-mail:pccir@daido-it.ac.jp
大同工業大学ホームページ
http://www.daido-it.ac.jp/
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 公開講座のお知らせ 
◎機械製図「図面の見方・読み方」
　新入社員・生産管理・購買・営業・事務の
方で図面が読めなくて困ったことがある人
講師：情報機械システム工学科  近藤巌助教授
日時：６月７・８・１４・１５・２１・２２日
 （各週の木・金曜日）１８：００～１９：３０
費用：テキスト代￥２,５００
参加資格：卒業生、周辺企業の社員
　　　　　申込先着４０名
申し込み先：社会交流センター

◎知多市共催公開講座
　　「快適な住まいを考える」
講師：稲垣卓造建築学科教授、
　　 光田恵建築学科講師
　　 渡邊慎一建築学科講師
日時：６月３０日・７月７・１４日
　　　（各週の土曜日）１３：３０～１５：００
費用：百円
申し込み先：知多市ふれあいプラザ
　　　　　　（ＴＥＬ０５６２－５４－１５３５）

◎電験３種受験対策講座
　電気工学科３年次学生の就職試験対
策として
講師：電気電子工学科教員
日時：８月６日～２２日（土日、１３～１５日除く）
費用：テキスト代金（実費）
申し込み先：社会交流センター
　

 作 品 展 
学園創立６０周年

コンセプト・コンクール
ビジュアル部門の入賞作品展

期間：６月末日まで
場所：本館２階　学生ホール

変　更　前変　更　後

法人本部事務局１．法人本部

大学事務局２．大学事務部

情報処理センター
情報処理センター事務室

３．情報教育センター
　情報教育センター事務室

工作実験実習室４．創造製作センター

統　合　前統　合　後

大学事務局総務室

大学事務部学務室
大学事務局学事室

大同事務分室

白水事務分室
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